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１．背景・目的１．背景・目的１．背景・目的１．背景・目的 

断面交通量を用いて OD 交通量の推計精度を向上させる手法（以下，OD 修正法）の研究例えば1)が行われている．筆

者らは調査によるOD交通量（以下，調査OD交通量）には短いトリップほど抜け落ちが多く発生するという傾向を持つ

誤差（以下，傾向誤差）も含まれるという知見 2) 3)を活かして偶然誤差に加えて傾向誤差が調査OD交通量に含まれる場

合に有効な修正法を提案して，傾向誤差の性質に合わせた誤差修正関数を適用しOD分布を修正することで推計精度が向

上することを示した 4) ．この修正法を以下に示す． 
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ijT ：修正OD交通量，T ：生成交通量， *
kX ：リンクk の観測断面交通量， k

ijp ：経路選択確率(ij 間のOD交通量がリンクk を通る確率)， *
ijT ：調査OD交通量， ijw ：最小

２乗法の重み(＝1/ODペアij の分散)， ( )sf ,α ：誤差修正関数（s：傾向誤差の性質を表す変数， α ：変数sに関するパラメータ） 

しかし課題も残されており，例えばOD交通量の修正に用いる断面交通量の観測に関する検討が行われていない．実際

には全断面を観測することはコストなどの問題から困難である．しかし修正に用いる断面交通量の観測数を減らすことで

推計精度が低下することが想定され，そのような場合にいかに限られた断面数で推計精度を向上させるかが重要となる． 

そこで本研究では OD 交通量の修正に用いる断面交通量の観測数と観測位置が推計精度に与える影響を分

析し効率の良い断面交通量の観測の設定方法を検討することを目的とする． 
 

２．検討方法２．検討方法２．検討方法２．検討方法    

検討の設定条件を表１に示す．対象ネットワークは推計精度の検討 4)で用いたものより大きい図１の放射･

環状ネットワークとしているが，これは観測位置の検討を行うためにネットワークに放射・環状道路という特

徴を持たせるためである．以上の設定で観測断面数・観測位置を組み合わせシミュレーションを行う．繰り返

し回数は 100回として，推計値の平均値をとって推計精度の観点から検討を行う．ここで精度の検討の評価指

標として以下の RMS誤差を定義する． 
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表１ 検討の設定条件 
ネットワーク 放射・環状型ネットワーク（図1） 

25ノード104リンクで構成 
観測断面 ・観測断面数：13,26,39,52,65,78,91,104と変化させる 

・選択方法：‘交通量の大きい断面から’,‘小さい断面から’,
‘全断面からランダム’ の3種類 
・観測位置：‘放射道路’,‘環状道路’の2種類 

断面交通量 誤差なしで観測されると仮定してOD交通量の真値を配分し
て設定 

OD交通量 ・真値を仮定し，ネットワークの中心部で交通量が多いこと
を想定した分布パターンを与える 
・調査OD交通量は偶然誤差と傾向誤差を含むものと仮定 

経路選択確率 ・あるOD間の交通量がある断面を通る割合を表す 
・先見的に真値が得られているとして真のOD交通量を各リ
ンクに配分する際に算出 

リンクパフ
ォーマンス 

リンクコストの基本値（図1）と交通容量(全断面100)を用い
てＢＰＲ関数で表現 

OD間距離 リンクコストの基本値(図1)を距離としODペアごとに算出

傾向誤差 ・OD間距離が小さくなるにつれて大きくなると仮定.それら
の関係は線形として抜け落ちの範囲は0～50%と設定 

偶然誤差 ・標準偏差を設定し乱数を発生させて与える 
・標準偏差は10%として傾向誤差の大きさに近い設定 
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３．観測断面に関する検討３．観測断面に関する検討３．観測断面に関する検討３．観測断面に関する検討    

観測断面の選択方法について観測断面数を減らすこと

で精度にどのような影響を与えるものかを分析した結果

を図 2に示す．観測断面数の減少に従って推計精度も低下

しているが，交通量の大きい断面から順に選択し修正に用

いることで最も精度のよい修正が可能であることを示し

ている．観測断面数を全断面から半分(52 断面)に減らす

場合，交通量の小さい断面から選択すると RMS誤差は全

断面を観測する場合と比べて約 77%増加し，全断面からラ

ンダムに選択する場合は約 50%増加している．一方，交通

量の大きい断面から選択する場合は約 9%の増加に抑える

ことが可能である．交通量の大きい断面を観測する場合，

観測断面数を 37.5%(39 断面)に減らすと RMS 誤差は全断

面を観測する場合と比べて約 14%増加し，25%(26断面)に

減らすと約 24%増加する．よって観測断面数を減らす場合

には，交通量の大きい断面を選択して，その数としては全

断面を観測する場合と比べて RMS誤差の増加が 10%未満

に抑えることが可能なことから全断面の半分程度が妥当

であると考えられる． 

次に断面交通量の観測位置を検討するために図1のネッ

トワークの全断面を放射道路と環状道路の 2 組に分類し，

各組から観測断面を選択することを想定して RMS 誤差の

平均値・最大値・最小値を分析した結果を表 2に示す．こ

こで観測断面は交通量の大きい断面を選択することがよ

いと上記に示しているので，この選択方法のみでシミュレ

ーションを行っている．RMS 誤差の最大値と最小値の変

化率は観測位置の違いによって多少の差が生じているが，

有意な差とはいえない．よって観測断面位置に関して放射

道路と環状道路かの選択が推計精度に与える影響はほと

んどないものと考えられる． 

    

４．考察４．考察４．考察４．考察    

本研究では OD交通量の修正に用いる断面交通量の観測に関して，観測数を減らすにつれて OD交通量の推

計精度が低下するが，観測位置に関わらず交通量の大きい断面を観測することが効率よく，その数として全断

面を観測する場合と比べてＲＭＳ誤差の増加率を 10％未満で抑えることがよいとするならば全断面の半分を

観測すればよいことを示した．今後は OD交通量の分布とネットワークの違いによる推計精度への影響を検討

する予定である． 
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図１ 放射環状ネットワーク 
（ノード番号とリンクコストの基本値） 

 放射（全 64断面） 環状（全 40断面） 
RMS誤差 平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 
観測断面

100％ 22.2 32.5 16.0 22.5 32.9 17.0

観測断面
50％ 23.3 36.1 15.8 23.7 34.7 18.1

RMS誤差の
変化率 +5% +11% -1% +5% +5% +6%

表２ 観測断面位置と RMS 誤差の関係 

図２ 観測断面とＲＭＳ誤差の平均値の関係 
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